








（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（後期日程試験：令和５年度） 問題番号 SG 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 グローバル共創科学部・グローバル共創科学科 

出題のねらい 

身体知の重要性に関する文章を読み、意識・無意識に行われる熟練した

身体活動を自らの言葉で表現する身体知（身体活動に対する知識）の研究

の必要性を認識する論理的思考力、また人間とロボットが協調・共存でき

る関係について概念を広げ、未来社会のあり方を主体的に検討する考察力

と、適切な文章表現力を評価する。 

採 点 基 準 
 

(点数は100点 

満点の場合） 

問1 配点40％（40点） 

① 「冗長性」に関する著者の見解を簡潔に理解していること。 

② 自身の生活に根ざした具体例があげられていること、その身体感覚の

気づきを身体知と関連させながら「冗長性」の重要性を説明している

こと。 

③ 文章全体に整合性があること。 

④ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 

 

 

問2 配点20％（20点） 

① 「身体知」に関する著者の見解を簡潔に理解していること。 

② 「物体」と「精神（意識）」の関係性を把握した上で、冗長性の不足

と精神（意識）の関与（身体との相互関係性）の不足が理由として指

摘されていること。 

③ 文章全体に整合性があること。 

④ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 

 

 

問3 配点40％（40点） 

① 「身体知」に関する著者の見解を簡潔に理解していること。 

② 人間とロボットとの協調・共存における課題を把握していること。 

③ 要素還元的な研究だけに留まらない身体知の視点や価値の重要性を

取り上げ、協調・共存のゴール（イメージ）について、具体的な考え

が論理的に述べられていること。 

④ 文章全体に整合性があること。 

⑤ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 
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